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１．CEFR について 
 CEFR（Common European Framework of Reference for Languages）は，2001 年に欧州
評議会が発表した、外国語運⽤能⼒を表す指標です。CEFR が⽰している 6 段階の共通参
照レベルの記述は次のとおりです（⽂科省ホームページより）。 

 
 ⽴教英国学院の⾼校⽣は、本校で英語を活⽤した諸活動（授業、交流活動含む）を円滑
に進めるために、可能な限り早急に B1 レベルに到達すべきで、卒業までに B2 レベル以上
（表中枠線部分）の資格を修得することが望まれます。 
 2018 年度卒業⽣（41 期⽣）の場合、約 45%が B2 レベルに、約 93％が B1 レベルに到
達しました。 
 
 
２．CEFR に対応した英語資格 
 本校では、ケンブリッジ英検、実⽤英語技能検定（＝⽇本の英検）、IELTS を受検する
機会があります（次ページ表中枠線部分）。Ｂ２レベル、Ｂ１レベルに対応する英語資格は
下記の通りです。 
 
・Ｂ２レベル･･･ケンブリッジ英検 FCE（First Certificate in English）スコア 160 以上、 
        英検準１級スコア 2300 以上、IELTS スコア 5.5 以上が該当します。 
・Ｂ１レベル･･･ケンブリッジ英検 PET（Preliminary English Test）スコア 140 以上、 
        英検２級スコア 1950 以上、IELTS スコア 4.0 以上が該当します。 
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３．ケンブリッジ英検、実⽤英語技能検定、IELTS の受験機会 
 各資格試験は受験機会が限られているので、卒業までに⽬標レベルに達するよう、計画
的に勉強していく必要があります。 
 １年 ２年 ３年 

１学期 ２学期 ３学期 １学期 ２学期 ３学期 １学期 ２学期 
ケンブリッジ英検 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 
実⽤英語技能検定 △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ 
IELTS × × × × △ ○ ○ ○ 

・ケンブリッジ英検･･･３学期は実施されません。また、EC（英会話）の授業の参加状
況、プレテストの結果、合格可能性が低いと判断された場合、そ
の学期中の受検は認められません。 

・実⽤英語技能検定･･･１学期はハーフターム中に⽇程が重なると学校では実施されませ
ん。また、授業では取り扱わないため、⾃⾝で参考書を購⼊し勉
強していく必要があります。２次⾯接試験の練習は本校教員もサ
ポートします。 

・IELTS･･･試験内容がアカデミックなため、２年次後半から受検していきます。校内では
なく、近隣の⼤学が試験会場となっています。 
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４．英語の資格と様々な研修・交流プログラム、進路について 
①研修・交流プログラム 
 本校では、毎学期末の休暇前期間を利⽤して、英語⼒向上やイギリス体験を⽬的とした
様々なプログラムを実施しています。プログラムによっては、⾼度な英語能⼒を要求され
るため、参加にあたり資格条件を定めているものもあります。 

プログラム 時期 内容 英語資格 

ホームステイ １学期（ハーフターム、

学期末）、３学期末の年３

回 

地元の学校と関係のあ

るイギリス⼈の家庭に

１週間滞在 

不要 

ケンブリッジ研修 １学期ハーフタームと毎

学期末の年４回 

ケンブリッジ⼤学内の

研修施設で体験研修 

不要 

現地校短期留学 １、３学期末だが、相⼿

校の受け⼊れ状況による 

現地の学校にホームス

テイをしながら１週間

通う 

相⼿校によるが、基本的に

B1 レベル以上が望ましい 

⼤学体験プログラム １学期末 ケンブリッジ⼤学もし

くは UCL ロンドン⼤学

で⽇英の⾼校⽣が集う

ワークショップに参加 

B2 レベル以上 

※詳細は各プログラムの募集要項もしくは本校教員まで 
②進路 
 ⽴教⼤学の推薦要件として、B1 レベル以上（学部・コースによっては B2 レベル以上）
の英語資格が求められます（2019 年度現在。今後変更される可能性あり）。また、B2 レベ
ル以上の資格（特に C1 レベル以上）があると、各⼤学が実施する公募推薦、AO 試験の受
験資格を満たす可能性が⾮常に⾼まります。これらに使⽤する英語資格は、⾼等部３年１
学期までに取得したものが対象となります。 
 ⼀⽅、⼀般試験においても、B2 レベル以上の資格保持者は英語試験を免除されるなどの
優遇措置をとる⼤学があります。 
 イギリスの⼤学への進学を⽬指す⽣徒は、ファンデーションコースに⼊学するために、
少なくとも IELTS5.5 以上の英語資格が必要となります（⼤学、学部により異なります）。 
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５．英語資格試験の勉強にあたって 
①⾼いモチベーションは好循環につながる 
 資格取得は、本校での諸活動に関係するだけでなく、⼀⼈ひとりの「実⼒」と「⾃信」
につながります。⾃信がつくとより積極的に活動に取り組める⽤になり、さらに⾼みを⽬
指すようになるという好循環を⽣みます。モチベーションをもって資格試験に臨んでくだ
さい。 

 
 
②計画性が⼤事 
 各資格試験の受検機会は限られています。また過去のデータより、1 つ上（B1→B2、B2
→C1 など）の資格を得るために、通常約 1 年間の準備・挑戦期間を要すると⾔われていま
す。そのため、３年１学期までに B2 レベルに到達するためには、B１レベル（英検２級も
しくは PET）をできる限り今年度中に取得するペースが望ましいと⾔えます。遅くとも来
年度１学期に取得できるようにしてください。 
 
６．英語資格取得ロードマップの提出 
 これまでの内容を参考に、別紙「英語資格取得ロードマップ」を記⼊し、各担任まで提
出してください。 
 また、本資料と、担任チェック後に返却された英語資格取得ロードマップは、各⾃の「e
ポートフォリオ」に保管してください。 

資格試験に
合格する

⾃信がつく
様々な活動に参加
できる

活動を楽し
む・苦しむ
勉強する

より⾼い
レベルの
資格試験
に挑戦す
る

進路を切り拓く


